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スポーツによる地域活性化について 

【市長会提案】 
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意見交換テーマの提案趣旨 

 

 （ 市長会 ・ 町村会 ） 

テーマ スポーツによる地域活性化について 

【趣旨】 

令和９年に本県で開催される国民スポーツ大会・障害者スポーツ大会も含め、スポーツ

を通じた地域活性化を図るため設定するテーマである。 

 

大会の成功はもちろんのこと、スポーツ施策全般で県全体の活性化を図ることは、県の

「日本一挑戦プロジェクト」における「スポーツ観光」の方針と合致し、また県内各市の

当初予算等においても重視されるスポーツ関連施策とも整合性があると考える。 

 

スポーツを軸とした取り組みにより、交流人口の増加、地域経済の活性化、健康長寿社

会の実現など、幅広い効果が期待でき、県と市町村が連携して取り組むテーマ及び意見交

換会におけるテーマとして適切と考える。 
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取組の柱

○スポーツ施設整備計画による
施設の高質化
・ひむかスタジアムのプロ仕様化
（両翼拡張等）

・屋外型トレセンの機能充実化
（観客席、東屋等設置）

○ 競技別誘致部会の設置
・テニス････男女ﾅｼｮﾅﾙﾁｰﾑ(日本)合宿
・ラグビー･･国際試合(テストマッチ)

○「ひなスポステーション」（ひな
たスポーツ観光ステーション）の
設置

○ 市町村とのネットワーク強化
や支援
・県内全域におけるスポーツ
ツーリズムの環境整備

・全県下での宿泊施設（合宿所
等）の整備促進

２ 戦略的・計画的なハード整備１ 世界レベルのキャンプ・大会の
戦略的な誘致、受入体制の強化

３ 県内全域のスポーツ環境の充実
（全県化・通年化・多種目化）

目標を実現するための主な取組

スポーツ環境日本一への挑戦！
～スポーツ環境の充実により、地域経済の活性化、観光振興などの好循環を創出～

【指標】
○ プロチームのキャンプ数（野球、サッカー、ラグビー） 全国２位 ⇒ 全国１位（令和８年度） ※Ｒ６年度：34チーム（Ｒ５：31チーム）
○ 春季キャンプ・合宿の経済効果 118億円 (令和４年度)⇒ 150億円 （令和８年度） ※Ｒ６年度：集計中（Ｒ５：約107億円）
○ 国内外代表のキャンプ数 10チーム (令和４年度) ⇒ 20チーム（令和８年度） ※Ｒ６年度：8チーム（Ｒ５：7チーム）

目指す姿（目標）

スポーツ観光プロジェクト

○ スポーツランドみやざき
誘客推進事業（8,85１万円）

○ スポーツランドみやざき
全県展開事業（6,608万円）

○ スポーツキャンプ総合窓口等
設置事業（1,120万円）

○ 大規模合宿･キャンプ等
受入体制整備事業（3,294万円）

○ 国際テニス大会誘致事業（488万円）
○ ツール・ド九州開催事業（8,141万円）

○ 宮崎県総合運動公園
スポーツ施設改修事業（117,244万円）

○ プロ野球キャンプ環境
充実強化事業（1,470万円）

○ プロチームキャンプ受入環境
強化事業（1,061万円）

○ 屋外型トレーニングセンター
環境整備事業（10,800万円）

○ サーフランドみやざき
推進事業（190万円）

○ 市町村スポーツ施設等整備強化
事業（10,633万円）

○ みやざきスポーツツーリズム
強化事業（3,300万円）

○ スポーツツーリズムインバウンド強化事業
（1,046万円）
○ 市町村スポーツ展開支援事業
（2,000万円）

令和７年度当初予算 事業一覧
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町村における外国人材確保に係る支援体制の確立について  

【町村会提案】 
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意見交換テーマの提案趣旨 

 

 （ 市長会 ・ 町村会 ） 

テーマ 町村における外国人材確保に係る支援体制の確立について 

【趣旨】 

県下町村では、人口減少や高齢化に伴う担い手不足が深刻化しており、地域経済の持続可能

性に対する危機感が高まっている。 

また、多くの業種で生産活動やサービスの提供に支障をきたしかねない深刻な状況にあり、こ

のままでは、地域経済の停滞をもたらし、ひいては地域全体の活力が失われてしまうと考えてい

る。 

 

この深刻な課題に対応する為に、県においては、現在実施している各業種の所管部署での窓

口設置や対応による支援にとどまることなく、県下町村が一体となって取り組める支援体制の構築

を切望する。 

例えば、各町村が安心して相談できるよう、仲介業者（できれば 1 社）を県が選定することで、ス

ケールメリットによるコスト低減や事務手続き等の統一化が期待でき、スムーズな外国人材確保に

つながると考えている。 

 

町村会では、今年 7 月末から 8 月初旬にかけて、町村長海外行政調査でベトナムを訪問する

予定であるが、いかに外国人材確保の必要性を重視しているか、その本気度の現れであることを

ご理解いただき、迅速かつ具体的な対応をお願いいたします。 
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外国人材に係る企業向け・外国人向けの労働相談窓口の設置のほか、企業への伴走支援や費用助成により、
中長期的に本県産業を支える外国人材の定着促進を図る。

目的

(1) 事業内容
① 外国人材労働相談窓口の設置及び運営等
・企業及び外国人材向け相談窓口の設置及び運営
・出張相談会や企業訪問による課題の掘り起こし

② 伴走支援等
・受入検討企業向けセミナーや受入企業との意見交換の開催
・外国人材の安定的な受入れや定着促進に必要な業務体制の構築等（業務マニュアルの多言語化や
雇用条件の見直し等）に対する伴走支援の実施

③ 費用助成（補助率１／２、上限額25万円）
企業が実施する日本語教育など、外国人材のキャリア形成に要した経費を支援

(2) 事業の仕組み
①②については民間企業への委託、③については県が直接実施。

概要

外国人材定着促進支援事業

令和７年度～令和９年度事業期間

総合政策部 産業政策課

外国人の「仕事」と「くらし」を総合的に支援

くらし

仕 事

○農業分野
・ JAみやざきへの外国人コンシェルジュ
配置による相談対応

・ ベトナム国立農業大学と連携した特定
技能人材の受入れ

○建設業分野
・ 現地の送出機関等でのＰＲ

○介護分野
・ 事業者と外国人材のマッチング支援
・ 海外現地での魅力発信
・ 住居確保支援の対象拡充

○留学生支援
・ 留学生等の就職相談
・ 受入企業とのマッチング支援 など

○外国人材受入・定着支援センター（仮）
・ 企業からの相談対応
・ 外国人労働者からの相談対応
・ 出張相談会の開催や企業訪問
・ セミナー、受入企業との意見交換の開催
・ 業務マニュアルの多言語化や雇用条件の見直し等に係る助言

〇費用助成
企業の外国人材のキャリア形成支援に資する取組（日本語能力向上に係る研修の

実施等）に要した経費を支援【補助率１／２、上限額25万円】

〇ひなたＭＢＡ（外国人労働者向け講座）
外国人労働者のビジネス上の日本語やビジネスマナー等の向上を図る講座を実施

各産業分野における個別支援 在留資格や個別の産業に限定しない総合的な支援

外国人の地域との共生を支援

〇みやざき外国人サポートセンターの運営
外国人住民向けの生活面（医療、教育等）に関する相談対応

〇日本語講座の実施
日常生活上の基本的な日本語を習得する日本語講座の夜間コースを

増設

〇地域日本語教室の開催
地域住民との交流を通じて日本語を学ぶ地域日本語教室の開催

地域を拡大

〇民間団体等への補助
外国人の日本語能力向上や地域との交流等の活動を行う民間団

体等への補助

新

新

改

改

改

新

新

改

相互に連携して対応

外国人材受入・定着に係る支援体制
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